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ねらい

今年度はコロナ禍において、感染症予防に努めながら保育や行事を進めてきた。この状況
にあっても、幼児教育3年間で育みたい資質・能力を育むことは大切である。そこで、一つ
一つの行事や活動に願う育ちを教職員で共有し、その願いのもとに活動内容や方法を変えて
取り組んできた。その取り組みは、その都度、保護者と共有してきた。これらは、次年度か
らの行事や保育に生かしていくことが大切であると考え、一年間の実践をまとめた。

方法

（１）学年・担当ごとに、行事や活動を通して育みたい子供の姿を共有し、感染症予防に
努めながら取り組む活動内容や方法を検討する。

（２）子供の姿を捉え、行事を通して経験したこと学んだことなどを振り返り、(1)と合わせ
て報告書にまとめる。（※報告書詳細下記）

（３）保護者からの感想が得られた行事は、感想の分析をし報告書と合わせて取り組みの
効果を探る。

（４）まとめ

SAT2020・園まつり・
きらきらまつり・
発表会・卒園式など

(1)行事・活動実施の検討

行事・活動

経験してほしいこと
学び・育ち

4.5月
休園中

①今やるべきこと（実施方法の工夫）

6月～
開園中

②延期すること

④今やるべきこと（実施方法の工夫）

⑤延期すること

入園式…保護者や子ども
が4月からの居場所を持つ
ため

誕生会…生まれてきたこ
と育ったことを祝うのはそ
の時こそだから

運動会・
ホームカミングデイ

新入お楽しみ会など

③切り替えること（動画紙面などの配信）
小学校交流・中3実習・
敬老参観・地域交流など

(2)報告書の記載内容

①本来この行事を通して
育てたいこと
（願い・ねらい）

②コロナ禍での環境と子供
の姿、育ちを捉えた上で、
今年度、変更した育ちへの
願い・ねらいとその理由

③活動内容
④行事のなかで見られた子供や
保護者の姿

④行事を振り返り、よりよくす
るために工夫できること、次年
度に生かせることなど

＜行事例＞



年中

年長

行事・活動の一例

行事・活動の一例

年少 行事・活動の一例

学年ごとの取り組み一覧 （詳細は実践研究部冊子にて）

学年 取り組みを変更した行事・活動

年少 4月入園式・6月親子登園・9月運動会・11月園まつり・12月保育参観・1月発表会

年中 7月お泊り保育・9月運動会・11月えんまつり・12月保育参観・1月発表会

年長 7月お泊り保育・8月れんすずお泊り保育・9月運動会・11月園まつり・12月保育参観・
1月発表会



(4)まとめ

「子供たちの育ちのために」と、教職員皆で、改めて一つ一つの取り組みの持つ意味や役割を考えて
きた一年は、とても有意義であった。コロナ禍というきっかけから、行事や活動に願う子どもの育ちを
見直し、必要な経験が得られるように実施してきた今年度の取り組みは、次年度へも引き継ぎ、よりよ
り教育の実践に生かしていきたい。

「園まつり」「発表会」の感想を品詞ごとに頻出検索をすると、上記のような結果であった。

ともに「形容詞」では“楽しい”“嬉しい”“良い”が上位3番までを占めている。

また「感動詞」ではともに“ありがとう”が１位となっていた。現在は、品詞分類から、何を

「楽しい・嬉しい・良い」と感じているのか、何に対して「ありがとう」なのかなど紐づけを進めてい
ます。今後は、以下の課題に取り組んでいきたい。

＜今後の課題＞

・回答率は40％～60％となっているので、未回答の方からのご感想なども伺えるよう努めてい

きたい。

・頻出詞について、上述の紐づけの取り組みを継続し、より評価を具体的にしていく。

一例）
＜発表会への「ありがとう」＞：Aプログラム年長のご感想から
①開催してくれて ②成長を支えてくれて ③感動 ④子どものために ⑤3年間 など

感想分類の結果から

(3)保護者の感想より

行事後の保護者の感想を「名詞・形容詞・感動詞」に分類し、頻出ワードから変更行事への思いを探った。

園まつり

発表会

＜回答数＞40％
233名/577名

＜回答数＞63％
364名/577名


